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お買し^上げいただき、ありがとうございまず。 

ご使用の前に、この取扱説明書をを<お読みにな U 、 正し<お使い<ださい。 

お読みになったあとは、「保証書」とともに大切に保管してください。 

なお、お買い上げいただきました製品は、厳重な品質管理のもとに生産されております 
が、ご不審な箇所などありましたら、お旱めにお買い上げ店、当社お客様ご相談セン 
ター、または最寄りの当社営業所/サービスセンターにお問い合わせください。 
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^1 .安全上のごを意 


ご使用の前に、この「安全上のごミ主意」をよくお読みになり、正しくお使いください。 


C _ ) 絵表示について ( _； 

この「安全上のごを意」は、製品を巧全に正し<お使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への 
損害を未然に防止するため、いろいろな絵表示をしています。内容をよく理解してから本文をお読みくだ 
さい。 


とヒこの表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死 t または重傷を負う可 
= C 能性が想定される内容を示しています。 


A ま意 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定 
される内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。 


€ 


(S) 記号は禁止の行為であることを告げるものです。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容(左図の場合は分解禁止）が描かれてい 
ます。 

♦記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。 

図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから 
おけ）が描かれています。 


A A 記号はま意を促す内容があることを告げるものです。 

図の中に具体的な指示内容は図の場合は指をはさまれないようにま意)が描 
- かれています。 



A 


警告 



运 

電おプラグをコン 
セントからはけ 


♦万一、煙が化ている、変なにおい皆音がするなどの異常状態のまま使用すると、义楽-感電の原 
因となります。すぐに電源プラグをコンセントか6抜いてください。煙が化な<なるのを確認し 
て販売店に修理をご依頼ください。 

♦ 万一、觸器の内部に水などが入った場合は、まず機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグを 
コンセントか6抜いて販売店にご連絡ください。そのまま使巧すると、义雖■感電の原因となり 
まず。 

♦万一、觸器の内部に異物が入った場合は、まず機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコ 
ンセントから抜いて販売店にご速絡ください。そのまま使用ずると、义絮■感電の原因となりま 
す。 

♦ 万一、この機器を落したり、キャビネ、ソトを破損した場合は、電源プラグをコンセントか6抜い 
て販売店にご連絡ください。ぞのまま使用ずると、义災■感電の原因となります。 



♦電源コードが傷んだ6 (お線の露化、断髓など）販売店に交換をご依頼ください。そのまま使用 
すると、义楽-感電の原因となりまず。 

♦ 表示された電源電圧成流100ボルト） W 外の電圧で使用しないでください。义災-感電の原因 
となりまず。 

♦この機器を設置ずる場合は、壁から1日 cmW 上の間隔をおいてください。また、放熱をよくずる 
ために、化の觸器との間はかし離して置いてください。ラックなどじ入れるときは、機器の天面 
か上、背面から 5 cmW 上のずきまをあけてください。内部に熱がこもり义災の原因とな 
ります。 
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安全上のごま意 




(§) 

水場での巧巧禁止 


参風呂場では使巧しないで<ださい。义災-感電の原因となります。 


接触禁止 


参雷が鳴りだしたら、電源プラグには触れないで<ださい。感電の原因となりまず。 



♦ この機器に水が入ったり、姑らさないようじごま意ください。义が-感電の原因となります。雨 
天、降雪中、海岸、水辺での使用は特にごま意ください。 


A 


警告 


Q 


♦ この機器の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品作水などの入った容器节ルさな金属物を 
置かないでください。こ[すれたり、中に入った場合义災■感電の原因となりまず。 

♦ この機器の上にろうそく等のがが発生しているものを置かないでください。义楽の原因になりま 
す。 

♦ 乾電池は、充電しないでください。電池の破裂、液もれにより、义災-けがの原因となります。 
♦ この機器を使用できるのは、日本国内のみです。船舶などの直流 （DC) 電源には接続しないでく 
ださい。义楽の原因となります。 

♦ この機器の通風乱をふさがないでください。通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、义楽の原因と 
なります。この機器には、内部の温度上昇を防ぐため、ケースの上部や底部などに通風孔があけ 
てあります。ホのような使い方はしないでください。 

-この機器をあお向けや横倒し、逆さまにする。 

-この機器を押し人れ、専用ラック W 外の本箱など風通しの悪い狭い所に押し込む。 

-テーブルク□スをかけたり、じゅうたん、布団の上に置いて使用ずる。 

♦ 電源コードの上(こ重いものをのせたり、コードが本機の下敷じならないよう[こしてください。コー 
ドに傷がついて、义災■感電の原因となりまず。コードの上を敷物などで覆うことにより、それ 
に気がかず、重い物をのせてしまうことがあります。 

♦ この機器のディスク挿入□などか6内部に金属類や燃えやずいものなどを差し込んピリ、落とし 
込んだりしないでください。义烫■感電の原因となりまず。特にお子様のいるご家庭ではごま意 
ください。 

♦電源コードを傷つけたり、化工したり、無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、力□熱した 
りしないでください。コードが破損して、义楽-感電の原因となります。 



分解禁止 


♦ この機器の裏ぶた、キャビネット、カバーは絶巧外さないでください。内部には電圧の高い部分 
があり、感電の原因となります。内部の点お-整備-修理は販売店にご依頼ください。 

♦ この機器を改造しないでください。义災-感電の原因となります。 



A 

ミ主意 


Q 


♦ 調理台作ぶ湿器のそばなど油煙や湯気が当たるような場所に置かないでください。 火浆 .感電の 
原因となることがあります。 

♦ ぐ6ついた台の上作傾いた所など不安をな場所に置かないでください。落ちたり、倒れたりして 
けがの原因となることがあります。 

♦電源コードを熱器具[こおづけないでください。コードの被ふくが溶けて、义絮■感電の原因とな 
ることがありまず。 

♦ 窓を閉めきった自動車の中や直射日光が当たる塌所など異常に温度が高くなる場所に放置しない 
でください。キャビネット作部品に悪い影響を与え、义烫の原因となることがありまず。 

♦ 湿気やほこりの多い場所に置かないでください。义災-感電の原因となることがありまず。 

♦ 指を以外の電池は使用しないでください。また、新しい電池と古い電池を混ぜて使巧しないでく 
ださい。電池の破裂、液もれじより、义烫-けがや周囲を汚損する原因となることがあります。 

♦電池は、金属性のボールペン、ネックレス、コイン、ヘアーピンなどと一縄に携帯、保管しない 
でください。電池のプラス端子©とマイナス端す©の間がショートし、電池の破裂、液もれに 
より、义災、けがの原因となることがあります。 
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r ま全上のごま意 




Q 


♦電池は、力□熱したり、分解したり、义や水の中に人れないでください。電池の破裂、液もれじよ 
り、义楽、けがの原因となることがありまず。 

♦電源プラグを抜くときは、電源〕ードを引っ張6ないでください。コードが傷つき、义榮■感電 
の原因となることがあります。おずプラグを持って抜いてください。 

♦ この機器の上にテレビやオーディオ機器などを載せたまま移動しないでください。倒れたり、落 
下して、けがの原因となることがありまず。 

♦ この機器(こ乗ったり、ぶ6下がったりしないでください。特にお子様じはごま意ください。倒れ 
たり、こわしたりして、けがの原因となることがありまず。 

♦ この機器の上に 5kgJU 上の重いもの节外枠からはみ化るような大きなものを置かないでください。 
パランスがくずれて倒れたり、落下して、けがの原因となることがありまず。 

♦ひび割れ、変形、または接着剤などで補修したディスクは、使用しないで<ださい。ディスクは 
機器内で高速回範しまずので、飛び散って、けがの原因となることがありまず。 

♦ レーザー光源をのぞき込まないで<ださい。レーザー光が目に当たると視力障害を起こずことが 
あ U まず。 



♦ 濡れた手で電源プラグを抜き差ししないで<ださい。感電の原因となることがあります。 


A 

ミま意 



♦ オーディオ機器等を接続ずる合は、各々の機器の取撒説明書をよく読み、電源を切り、説明に 
従って接続してください。又接続は指定のコードを使用してください。指を t (外のコードを使巧 
したリコードを延長したりすると発熱し、皆けどの原因となることがあります。 

♦本機の電源を人れる前には音量（ボリューム）を最ルにしてください。突然大きな音がでて聴力 
障害などの原因となることがありまず。 

♦電池をリモコンに挿人ずる場合、極性表示プラスサとマイナス疲7向きにま意し、表示通りに入れ 
てください。間違えると電池の破裂、液もれじより、义炎-けが作周囲を汚損する原因となるこ 
とがありまず。 

♦ ご不要になった電池を廃棄する場合は、各地の地方自治団体の指示(条例)じ従って処理してくだ 
さい。 

♦長期間使用しないとき、電池を取り化しておいてください。電池から液がもれて义災、けが、周 
囲を汚損ずる原因となることがあります。もし液がもれた場合は、電池ケースについた液をよく 
H き取ってか6新しい電池を入れてください。また、万一、もれた液が身体(こついたときは、水 
でよく洗い流してください。 

♦ 万一の事故防止のため、本製品を電源コンセントのおくに置き、すぐに電源コンセントからプラ 
グを抜けるようにしてご使用ください。 


A 


♦日年に一度 < 6いは機器内部の掃除を販売店などじご相識ください。機器の内部にほこりがたまつ 
たまま、長い間掃除をしないと义災皆故障の原因となることがあります。特に、湿気の多くなる 
梅雨期の前にちうと、より効果的です。なお、掃除費用については販売店などにご相談ください。 



♦ 旅行などで長期間、この機器をご使用にならないときは安全のため'必ず電源プラグをコンセント 
から抜いてください。义災の原因となることがありまず。 

♦ 移動させる場含は、電源スイッチを切り、'必ず電源プラグをコンセントか6がき、アンテナ線、機 
器間の接続コードなど外部の接続コードを外してか6巧ってください。コードが傷つき、义災■感 
電の原因となることがありまず。 

♦ お手入れの際は安全のため電源プラグをコンセントから抜いて巧ってください。 





指を挟まれないようを意 


♦ お子様がディスク挿人□に、手を入れないようじごま意ください。けがの原因となることがあり 
まず。 


己 

















〔2. ご使用の前に 


■ディスクの取扱いかた 


★ ディスクの表面にキズをつけないよう大切に 
扱ってください。 


★ ディスクの表面はいつもきれいに 

ディスクの表面をふ< 時はをず専用のクリーナーを使巧 
して図のようにふいてください。 




• 放お状方向に • 円周方向には、 

ふぃてください。 ふかないでくださし、。 


★ディスクのレーベル面に紙やシールを貼らない 
でください。 

ディスクにセ□八ンテープやレンタル CD のラベルなどの 
糊がはみ化したり、剥がした痕があるものはお使いにな6 
ないでください。そのままプレーヤーにかけるとディスク 
が取り化せなくなったり，故障する原因となることがあり 
まず。 



■ 次のような場所には置かない 

本機をホホくご使用いただ<ためじ、次のような場所には置 
かないで < ださい。 

• 直射日光が当たる所 
• 暖房器具など熱を発生ずる機器が近い所 
• 湿気のをい所や風通しの悪い所 
• ほこりのをい所 
• 振動のある所 

• ぐ6ついた台の上や傾斜のある不安定な所 
• アンプ等の発熱のをいものの上 

• 天巧の狭いオーディオラックなど放熱を巧げる所 
放熱のため、本機を下図の通りに壁や他の機器等か6雜し 
て設置してください。 


\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\\ 


左側ち 
10cm 1^ソ上 


上モ伽な上雜庶上 


〇 


色） 苗窗面 


〇 © 〇 © 

◎ ◎ @⑩ 





★ 特殊な形のデイスクは使用しないでください。 

八ート型 j \ ち开んを巧型など特殊お状のディスクは使巧 
しないでください。取り化せなくなったり、機器の故障の 
原因となることがありまず。 



★ ディスクを大切にするため次のような場所に置 
くことは避けてください。 

• 直が日光を受けたり、暖房器具などの発熱体に近い場所 
• 湿気やホコリのをい場所 
• 窓ぎわで雨などかかるおそれのある場所 

★ ディスクはケースに入れて正しく保管しましよう。 
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ご使用の前に 



■上に物をのせない 

• 本機の上に物をのせないでください。 

■ ご使用いただく電源電圧-周波数 

•電源電圧は、交流 ( AC ) 100 V をご使用ください。 

• 電源周液数は、 50 Hz 地域，日 OHzite 域のどち6で电使用 
できます。 

■電源コードの取扱いかた 

• 濡れた手で触れないでください。 

• 電源コードは、かな6ずプラグを持って抜いてください。 
コードを強くひっぱったり、おり®げたりしまずと、コー 
ドがいたみ、感電や义災の原因になりまず。 

• お化かけの前には、かな6ずプラグをおく習慣をつけま 
しょう。 

■セット内部の修理 

• を'油しまずと故障の原因じなりますのでさけて < ださい。 
• 専門知識を持つ技術者 W 外の方は、ピックアップ部分及び 
セット内部の修理は行わないで<ださい。 

■使用上のま意 

• 夕、暖房のきいた部屋の窓が< もったり水滴がついたりし 
ます。この現まを結露といいます。 CD プレーヤーは、光 
学レンズを使用していますので次のような場合に結露が起 
きることがあります。 

-暖房開始直後の部屋 
-湿気がをい部屋 

-寒いところから、急に暖かい部屋に持ち込んだとき 
このようなときは、巧数の読み込みができず，プレーヤー 
が誤動作することがありまずので30分位待ってか6使庙 
してください。 

• 本機がチューナーやテレビじ巧害をちえることがありま 
ず。このようなときは、チューナーやテレビとの距離を離 
して設置してください。 

• アナ□グまレコードに比べ非常にノイズが少なく、演奏が 
はじまるまでノイズは殆ど聴き取れません。アンプのボ 
リュームを上げずぎますと他のオーディオ機器を巧損ずる 
ことがありますので、ごを意ください。 

• 本機は音楽 CD 専用のプレーヤーです。パソコン用の CD - 
ROM や、ゲーム CD 、 ビデオ CD、DVD (ビデオ/オーディ 
才）などは再生できません。 


■ 乾電池の取扱いかた 

乾電池を誤って使用すると、あわれや破裂、腐食などの原因 
となることがあります。以下のを意をよく読んでご使用くだ 
さい。 

•長期聞 （1 ヶ月と J 上）リモコンを使用しないときは、電池 
を取り化しておいてください。 

•古い乾電池と新しい乾電池を一緒に使巧しないで< ださ 
い。 

• 乾電池のプラス©とマイナス©の向きを機器の表示通り 
正し < 人れて < ださい。 

• 乾電池は同じ形状の电のでも電圧の異なる电のがありま 
ず。種類の違う乾電池を混ぜて使用しないで<ださい。 

• あもれを起こしたときは，ケース内にがいた液をよくなき 
取ってか6き斤しい電池を人れてください。 

■コピーコント ロール CD (コピーガ ー 
ド付 CD) について 

コピーコント□ール CD (コピーガード付 CD ) は，現在の CD 
規格に準拠していない特殊なディスクであり、当社としまし 
ては、お客様の CD 再生機器による再生の状態を保証致しか 
ね "9 〇 

通常 CD を用いての再生時には支障なく再生ができ、これ6 
の特殊ディスク再生時においてのみ支障をきたす場合につき 
ましてはお客様の CD 再生機器の不具合ではございません。 
なお、コピーコント□ール CD に関する詳細につきましては 
コピーコント□—ル CD の発売元にお問い合わせ戴きまずよ 
うお願いいたします。 
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3 .付属品について 


■付属品の確認 

箱を開けたら下記のイ寸属品が揃っていることをご使用の前に 
ご磕認ください。 

• リモコン ( RC5400CD) 

广 - "N 

〇滑 

の®公 
0 © © 



• 才ーディオ接続コード 



• リモート接続コード 



• 取扱説明書（本書) 
• 保証書 


■ リモコンの使用について 


• 使用上のを意 

-リモコンの受化部に直射日光やインバーター壁光灯な 
どの強い光を当てないでください。リモコンが操作で 
きない場合があります。 

-リモコンを操作すると、ホ外線で操作する化の機器を 
誤動作させることがありますのでごを意< ださい。 

-リモコンとリモコン受信部の圍に障害物があると操作 
できません。 


リモコンの上に物を置かないでください。ボタンが押 
し続け6れた状態になり、電池が消耗してしまうこと 
がありまず。 


• リモコンの使用できる範囲 


リモコンによる本体の操作可能範囲は下國のように本機 
の赤外線受光部から約 5 m 、 左ち60°内です。 



• リモコンに乾電ミ也を入れる 

付属のリモコンを最初にご使用になる前に、リモコンに 
乾電池を入れて<ださい。付属の乾電池はリモコンの動 
作植認用です。 

1リモコン裏面の電池フタのツマミを矢印の方向につま 
み、上に引き上げます。 



2 新しい単四お乾電池2本を、極性表示 （©: プラスと 
©: マイナスの向き）にを意し、表示适りじ正しく入 
れて < ださい。 



3 電池フタを矢印の方向へ押して閉めます。 
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4. 本機の主な特長 


• 高性能シーラスロジック社製 D / A コンパーター 
CS 4392 を採用 

当社 CD プレーヤー CD 7300で実績のあるシーラス □ 
ジック社製 D / A コンバータ ー CS 4396 と CD 再生回路 
部が同一設計の CS 4392 を採用しました。 

CD 再生時、ディスクに記録されている PCM 信号を D/A 
コンバーター内部で 128 fs にオーバー'サンプリングし、 
ダイナミック'エレメント'マッチング ( DEM ) とマルチ'エ 
レメント'スイ，ソチド'キヤパシターの組み合わせにより、 
高リニアリティ（直線性）再生を実現します。 

最おの CD 再生技術により、巧次元の高音質 CD 再生をわ 
た6します。 

• ディスプレイオフ機能搭載 

本体表示部（ディスプレイ）を消なできる「ディスプレイ 
オフ機能」を搭載しました。 

表示部（ディスプレイ）を消灯ずることにより、表示部 
(ディスプレイ）から発生するパルス性ノイズを低減し、 
音楽信号への影響をシャツトアウトします。 


• ピッチコントロール機能搭載 

再生スピード（ピッチ）を±12段階の節囲で変えること 
ができる「ピッチコント□-ル機能」を搭載しました。 
楽器練習などにご利用いただけます。 

• クイックリプレイ機能搭載 

再生中、ワンタッチで10秒だけ前に戻って再生ずる「ク 
イックリプレイ機能」を搭載しました。 

再生中の巧を、少し前に戻して聴き直すことができます。 

• CD - TEXT 表示対応 
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〔5. 接続のしかた 



アンプ 、 CD レコーダーなどと 本磯を接続します。正しく接 
続を行なうため、接続ずる機器の取扱説明書をお読み<ださ 
し、。 

また> 接続するときは各機器の電源をあず切つてください。 

■アンプとの接続 

本機をステレオアンプや AV アンプに才ーデイオ接続コード 
を使用して接続しまず。アンプの PHONO 人力端子には接続 
しないで < ださい。 

接続するときはプラグを端子にしっかり差し込んでください。 
しっかり差し込まないと雑音の原因となります。 



■デジタルオーディオ機器との接続 

本機はデジタル化力端すを OPT に AL (光） - COAXIAL (同 
軸）各1系統装備しています。 

本磯と CD レコーダーなどのデジタル録音機器を接続ずると、 
デジタル録音がお楽しみいただけます。 


• OPT に AL 饼）出力端子を接続する 

市販の光デジタル接続ケーブルを使用します。プラグが力 
チ，ソと音がするまで植実に差し込んでください。光デジタル 
接続ケーブルはおり曲げたり、束ねたりしないでください。 


n @ n 



• COAXIAL (同軸）出力端子を接続する 

市販の同軸デジタル接続ケーブルを使用しまず。 



ぶ 


同軸デジタル接続ケーブル怖脱 


:信号の流れ 
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〔6. 各部の名称とはたらき 

■ 前面 





田 POWER ON/STANDBY 

電源の W/STANDBY (待機状態)を切替えます。 

押ずと表示窓が点なし、電源が人りまず。 

もう一度押すと待機状態 （ STANDBY ) になりランプが点 
灯しまず。 

回ディスクトレイ 

CD を人れるところです。 

团 OPEN / CLOSE A 

(才ープン/クローズ：開/閉）ボタン 

ディスクトレイを開閉するボタンです。押すとディスク 
トレイが開きまず。わう一度押すと，ディスクトレイが閉 
まりまず。 

田ホ外線受光部 

リモコンか6の赤外線コント□-ル信号を受光しまず。 

固 D 旧 PLAY OFF (ディスプレイオフ）インジケー 

夕一 

D に PLAY OFF (表示窓の消な）のときに点灯します。 


图 PEAK (ピーク）ボタン 

CDS 中の最大音量部分（ピーク）を探すときに押します。 

画 D 旧 PLAY OFF (ディスプレイオフ）ボタン 

表示窓を消な (DISPLAY OFF ) するボタンです。 

押すと表示窓が消なします。わう一度押すと表示窓が点 
灯します。 

回 ►PLAY (プレイ：再生）ボタン 

再生を始めるときに押しまず。 

回国 STOP (ストップ：停止）ボタン 

再生を停止するボタンです。 

回 II PAUSE (ポーズ：一時停止）ボタン 

再生を一時停止するボタンです。 

回 W (トラックスキップ/サーチ）ボタン 

巧の頭化しをするときに押します。1度押すと再生中の a 
の頭に戻り、押した回数だけ前の巧に戻ります。再生中に 
押し続けると早戻しします。 


固表示窓 

設を状態や巧生状況、テキスト情報などを表示しまず。 

团 TIME (タイム）ボタン 

メイン表示部をテキスト表示から時闇表示に切替えるボ 
タンです。再生中の時間表示を切替えることわできます。 
トラ、ソク内での経過時間、残り時聞、ディスク全体での残 
り時闇を表示できます。 


画 ►►/►►! (サーチ/トラックスキップ）ボタン 

巧の頭化しをするときに押しまず。押した回数だけ次の 
巧へスキップします。再生中に押し続けると早送りしま 
ず。 

画 PHONES (ヘッドホン）端子 

へ、ソドホンを接続する端子です。へ、ソドホンは標準プラ 
グのちのをご使用 < ださい。 


图 EDIT (エディット）ボタン 

テープに録音する際にテープの長さに合せて巧を A 面 、 B 
面に振り分ける EDIT 機能を使用するときじ押します。 

頭化し用の®闇を4秒ずつとりなが6再生しまず。 


回 PHONES LEVEL (ヘッドホンレベル）つまみ 

へ、ソドホンの音量を調整ずるつまみです。ちに回すと 
へ、ソドホンの音量が大きくなります。 
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c 各部の名称とはたらき 

■ 表示窓 


◎ 0© の③©のの©の@ @ @ 


DISC m 因 NDMI TRK 匠帕白]陌图 IRPfl I PITCH] EDIT PEAK TTL TIME 


► 

-II 


TEXT 112 3 4 5 6 7 8 9101112131415 16171819 20 i 


感を) 


感メイン表示部 

再生するディスクの時闇情報、文字（テキスト）情報、設 
定メニューなどを表示します。 

⑩ TEXT (テキスト）インジケーター 

CD - TEXT 対応ディスクを入れたときに点なしまず。 

◎ II (ポーズ：一時停止）インジケーター 

ポーズ（一時停止）時に点なします。 

(プレイ：再生）インジケーター 

再生時に点なします。 

© DISC (ディスク）インジケーター 

ディスクの目次情報 「 TOC 」 を読んでいるときに点滅し 
まず。 

① TTL (卜ータルトラック）インジケーター 

ディ スクに記録されている総® (トラック）数の表示の上 
に点なします。 

⑨ RNDM (ランダム）インジケーター 

ランダム再生時に点なします。 

⑩ TRK (トラック）インジケーター 

再生中の巧番（トラ 、ソクナン バー）などの表示の上に点な 
します。 

(DPROG (プログラム）インジケーター 

プ□グラム再生時に点なします。 


① A-B ( A - B リピート）インジケーター 

A - B リピート再生時に点なします。 

必 RPT (リピート）インジケーター 

リピート再生時に点なしまず。 

①1 (1 曲リピート）インジケーター 

1 a リピート再生時に点灯します。 

@ PITCH (ピッチコントロール）インジケーター 

ピ、ソチコント □ールの設走を表示します。 

@ EDIT (エディット） インジケーター 

エディットモード中に点なします。 

◎ PEAK (ピーク )インジケーター 

ピークサーチ 中に点好しまず。 

巧中のピーク サーチを 再生中は点滅します。 

⑥ TTL (卜ータルタイム）インジケーター 

総残り時圍や、総プ□グラム時圍を表示ずるときに、その 
上に点なします。 

③ TIME (タイム）インジケーター 

経過時聞等の時聞を表示しているときじ点なします。 

①1〜20、一（ミュージックカレンダー） 

ディスクに記録されている®番数、再生中の残りの®番 
数、プ□グラム再生でプ□グラムされた®番を表示しま 
す。 
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各部の名称とはたらき 


■ リモコン 



① D 旧 PLAY (ディスプレイ）ボタン 

表示窓を消なのに PLAY OFF ) するボタンです。 

③ 数字 （0 〜 9) ボタン 

再生ずる巧番（トラックナンバー）を指をずるボタンで 
す。 

③ PROGRAM (プログラム）ボタン 

プ□グラム再生をするときに押すボタンです。 

④ RANDOM (ランダム）ボタン 

順不同で巧を再生するボタンです。 

(プレイ：再生）ボタン 

再生を開始するボタンでず。 

⑥II (ポーズ：一時停止）ボタン 

再生を一時停止するボタンです。 


(§)◄◄、►►(サーチ）ボタン 

再生中、押し続けると早戻しするボタンです。 
►►:再生中、押し続けると早送りずるボタンです。 

⑨ PITCH -、 RESET 、 + (ピッチコントロールタ' 
ウン、リセット、アップ）ボタン 

再生スピード（ピッチ）を調整 （±12 段階）するボタン 
です。 

⑩ AMS (才ートミュージックスキャン）ボタン 

1巧目か6順番に全曲の各冒頭を設定した時圍だけ次々じ 
再生するボタンです。 

⑩ TEXT (テキスト）ボタン 

メイン表示部を時間表示か6テキスト表示に変えるボタ 
ンです。 

⑩ POWER [パつ一 )ボタン 

電源の ON と STANDBY (待機状態）を切替えまず。 

© CANCEL (キャンセル）ボタン 

プ□グラムした巧を取り消ずボタンです。 

® QUICK REPLAY (クイックリプレイ）ボタン 

現在再生している位置より設定した10砂だけ早戻しし， 
再生を再開するボタンです。 

⑩ h ^、 (トラックスキップ）ボタン 

I ィィ： 再生中の巧の頭や、前の巧の頭に戻るボタンです。 
►►1 :次の巧の頭に進むボタンです。 

⑩ REPEAT (リピート）ボタン 

1巧またはディスクの全曲を繰り返し再生するボタンで 
す。 

® A-B ( A - B リピート）ボタン 

指走した部分を繰りあし再生するときじ、開始 （ A ) 点と 
終了旧）点を指をするボタンでず。 

⑩ TIME (タイム）ボタン 

メイン表示部をテキスト表示か6時間表示に切替えるボ 
タンです。再生中の時闇表示を切替えることもできます。 
トラック内での経過時聞、残り時聞、ディスク全体での残 
リ時圍を表示できます。 

婚) SCROLL/RECALL (スクロール/リコール） 
ボタン 

テキストを表示しているときに、テキスト表示をスク 
□ールするボタンです。プ□グラム再生時に押すと、プ〇 
グラムした巧を植認できまず。 


⑦国（ストップ：停止）ボタン 

再生を停止するボタンです。 
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c 各部の名称とはたらき 

■後面 



@ ANALOG OUT (アナログ出力）端子 

再生中の音楽信号を化力する端子です。 

® DIGITAL OUT COAX . ( COAXIAL ) 

(同軸デジタル出力）端子 

再を中の音楽信号をデジタル化力する同軸出力端子です。 
《ピッチコント□ール再生中はデジタル信号を化力しま 
せん。 

◎ DIGITAL OUT OPT . ( OPTICAL ) 

(光デジタル出力）端子 

再生中の音楽信号をデジタル化力する光出力端子です。 

※ピッチコント□—ル再生中はデジタル信号を化力しま 
せん。 

◎ REMOTE CONTROL IN / OUT 

(リモートコントロール入出力）端子 

当社製品でリモートコント□ール端子を装備した機種と、 
付属のリモート接続ケーブルで接続する端子です。アン 
プなどを中ムとしたシステムコント□ールが可能となり 
まず。 


© EXTERNA し/ INTERNA し 

(エクスターナル/インターナル）スイッチ 

スイ、ソチは化荷時 INTERNAL に設定されていて、本体に 
内蔵されているリモコン信号受光部を使用できます。 
当社製品と付属の接続ケーブルでリモートコント□ール 
端子に接続する場合は、スイッチを EXTERNAL に切り替 
えて使用します。 

ご-ま意） 

本機を単独で使用する場合、スイ、ソチが EXTERNAL に設 
走:されていると、リモコンか6の信号を受信できなくな 
U まず。 

© AC 電源ケーブル 

ご家庭の AC コンセントに接続してください。交流10 0 V 
の 50 Hz 地域と 60 Hz 巧域でご使用いただけます。 
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〔7. 基本的な使いかた 

■ CD を再生する 


II 

醒 II 

) 

し . し 

® @ @ ◎ 

C 

( 

)'C 

> ◎ 

)Q 〇 

◎ ® 

こ 

つ 


I I 


2 3,4 5 



1.本機を接続したアンプの電源を入れ> アンプの人力切替 
えで CD (本機の接続した入カソース）を達びまず。 

艺 .本体の POWER (パつ一) ボタンを押し電源を入れます。 

3. 本体の OPEN/CLOSE A (オープン/ク□-プ）ボタン 
を押します。化てきたディスクトレイに、再生する CD を 
文字が印刷されているレーベル面を上にしてのせまず。 



シングル旧 cm ) CD は、トレイ中央のくぼみに合わせて 
のせてください。 

4. 本体の OPEN/CLOSE A はープン/ク□-ズ）ボタン 
を押して、ディスクトレイを閉めます。ディスクトレイの 
前面を軽く押しても閉まりまず。ディスクトレイが閉ま 
ると、表示部に" TOC Reading " と表示した後、 CD の総® 
数と総残り時闇を表示します。 

CD-TEXT 対応ディスクの場合、アルバムタイトルを表示 
した後、 CD の総®数と総残り時闇を表示します。 

5. 本体の ► (プレイ）ボタン、またはリモコンの ► (プレ 
イ）ボタンを押すと再生が始まります。アンプで音量を調 
整します。 


• 再生を止める 




再生中に本体またはリモコンの■ボタンを押します。 

• 巧生を一時停止する 




再生中に本体の II ボタン、またはリモコンの II ボタンを押 
ずと再生が一時停止します。 

もう一度本体の II ボタンを押すか、リモコンの►ボタンま 
たは II ボタンを押すと、一時停止した場所か 6 再生を始めま 
ず。 


• CD を取り出す 



再生を止めたあと、本体の OPEN/CLOSE A ボタンを押し 
てディスクトレイを開け、 CD を取り化します。 

取り化したあとはもう一度 OPEN/CLOSE A ボタンを押し 
てディスクトレイを閉じまず。本機を使わないときはディス 
クトレイをあず閉めておいてください。 
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基本的な使いかた 

■聴きたい曲（トラック）を再生する 


•曲番を指定して再生する（ダイレクトサーチ） 

聴きたい巧番（トラックナンバー）をリモコンの数字ボタン 
の〜 9) を押して、直接選びまず。 

10® 目 W 降の巧番を違ぶときは、10の位^1の位という順 
に数字ボタンを押します。 

巧番が違ばれると自動的に再生を始めます。 

例： 3巧目を巧生するとき 

数字ボタン" 3" を押します。 

DISPLAY L POWER J 

o o 

o © © 

例： 12 曲目を再生するとき 

数字ボタン" r を押しまず。 


DISPLAY I POWER I 

o o 



1 秒 W 内に数字ボタン" 2" を押します。 


• 前の曲や次の曲を巧生する 
(トラックスキップ） 

次の曲に進む 



進めたい巧数分だけ本体の ►►/►►! ボタンまたはリモコン 
のボタンを押します。 


巧生中の曲の頭または前の曲に戻る 



本体のボタンまたはリモコンの I ◄◄ボタンを押す 
と、再生中の巧の頭に戻りまず。さ6に続けてボタンを押す 
と、押した回数だけ前の巧に戻りまず。 


DISPLAY I POWER I 

o o 
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基本的な使いかた 


) 


■曲の中の聴きたい部分を再生する 

• 曲の中の聴きたい部みを探す（サーチ） 

巧を再生中，聴きなが6早をり/早戻しをして聴きたい部分 
を探すことができます。 

巧生中の曲を早送りする 



本体の ►►/►►! ボタンまたはリモコンの►►ボタンを押し 
つづけるとサーチ（早送り）じなりまず。 


巧生中の曲を早戻しする 



本体のボタンまたはリモコンの◄◄ボタンを押し 
つづけるとサーチ（早戻し）になります。 

• 再生中に少し前に戻して聴く 
(クイックリプレイ） 



再生中にリモコンの QU に K REPLAY ボタンを押ずと、10秒 
だけ房して聴き直すことができます。 
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8. 便利な機能の使いかた 


■繰り返し聴く（リピート再生） 

• 全曲を繰り返し聴く（全曲リピート巧生） 

全曲を繰り返し再生します。ランダム再生やプ□グラム再生 
なども繰り返し再生できます。 


• 指定した部分を繰り返し聴く 
( A - B リピート再生） 

巧の中で聴きたい部分だけ指走して、繰り返し再生します。 


リモコンの REPEAT ボタンを押しまず。 


曰 RESET 田 

〇 〇 〇 

AMS A-B REPEAT 

〇 〇 



表示窓の" RPT " インジケーターが点灯し、全巧を繰り返し再 
生します。 




全曲リピートをやめて通常再生にずるときは、リモコンの 
REPEAT ボタンを2回押します。表示窓の" RPT " インジケー 
夕一が消えます。 


•1 曲だけを繰り返し聴く （1 曲リピート再生） 

1曲だけを繰り返し再生します。ランダム再生やプ□グラム 
再生をしている時も、再生中の曲を繰り返しまず。 

繰り返し聴きたい曲の再生中に、リモコンの REPEAT ボタン 
を2回押します。 


曰 ....... 尴背 ....... 田 

〇 〇 〇 

AMS A-B REPEAT 

〇 〇 



" RPT \ "1" インジケーターが点なし、再生中の a を繰り返し 
まず。 


再生中、繰り返し聴きたい部分の開始点で、リモコンの A - 
B ボタンを押します。 


B 腺 E; —.'.' 田 

〇 〇 〇 

AMS A-B REPEAT 

〇 口 〇 



表示窓に" A -" インジケーターが点なします。 

▼表示例 A-B リピート再生 A (開樹点1巧目5秒 


遗こ 


2 繰り返し聴きたい部分の終わりで、リモコンの A - B ボタ 
ンを押します。 


曰 …… RESET ……田 

〇 〇 〇 

AMS A-B REPEAT 

〇 口 〇 



表示窓に" A - B " インジケーターが点なし、指をした部分 (A 
点〜己点）を繰り返し再生します。 

▼表示例 A-B リピート再生 B (終了)点1曲目20秒 

一' 「 A - 间 ► 


ィ脑团 ► 


1曲リピートをやめて通常再生にずるときは、 REPEAT ボタ 
ンを押して表示窓の" RPT " インジケーターを消します。 


A - 目リピートをやめて通常再生 I こずるときは、リモコンの A - 
目ボタンを押して表示窓の" A - B " インジケーターを消します。 

ごま意） 

ランダム再生中、 A-B リピート再生はできません。 
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便利な機能の使いかた 



■順不同で曲を再生する 
(ランダム再生） 

無作為（ランダム）に曲慣を並び変えて、順不同で全曲を再 
をしまず。リピート再生も合わせて使用すると，毎回違う® 
順で再生を繰り返すことわできまず。 


■聴きたい曲を探す （ AMS 再生） 

聴きたい巧を探すときに便利な機能です。 

再生時間は、10、20、30秒から違択できまず。 

停止中または再生中にリモコンの AMS (才ートミユージ、ソク 
スキヤン）ボタンを押します。 


再生中、または停止中にリモコンの RANDOM ボタンを押し 
ます。 


PROGRAM CANCEL 

〇 © 〇 



表示窓のミュージックカレンダーが流れるよラじ点なし> 
" RNDM " インジケーターが点なします。 



AMS ボタンを繰あし押ずとモードが順番に変りまず。 

" S C : d n i 0 " 、 " S 5 2 0 " 、 " S 53 0"、 
I'Sc5r; Uf 'F"...(Scan Of f はスキヤンを中止します) 
表示窓に" ►" インジケーターが点滅します。 




ランダム再生を開始しまず。 




1曲目か6順番に全曲のを冒頭を設をした時圍（出荷時は10 
秒）だけ次々に再生します。 



ランダム巧生をやめて适常再生にするときは，リモコンの 
RANDOM ボタンを押します。表示窓の " RNDM " インジケー 
夕一が消えます。 

• ランダム再生中にトラックスキップし、 

曲の頭出しをする 

ランダム再生中に本体の ►►/►►! ボタンまたはリモコンの 
►►I ボタンを押すと，次の巧を無作為に還び、再生します。 
ランダム再生中に本体の !◄◄/◄◄ ボタンまたはリモコンの 
I ◄◄ボタンを押すと，再生中の巧の頭に戻って再生します。さ 
らに同じ操作を繰り返ずと、前に再生をした巧を順番に逆 
戻って再生します。 


聴きたい巧が見つかった6もう一度►ボタンを押します。 
V "インジケーターが点なし、その a じ(降を通常に再生しま 
す。 

なお、 AMS 再生中にリモコンの RANDOM ボタンを押すと 
AMS 再生は解除され，ランダム再生になります。 
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便利な機能の使いかた 



■曲を好きな順番で聴く 
(プログラム再生） 

CD の巧を好きな順番に並ぺ营えて聴くことができます。 
最大30巧まで再生する巧をプ□グラムできます。 


• 時間表示でのプログラム再生 

CD - TEXT ディスクの場合、まずリモコンの TIME ボタンを押 
して、時闇表示にします。 




1 停止中にリモコンの PROGRAM ボタンを押します。 

^ ぶ 、 1-^ 〜 1-^ 

0 © © 


PROGRAM CANCEL 



メイン表示部に " Program " と一瞬表示しまず。 

-4 | rho | ► 



PROG インジケーターが点滅し、プ□グラムモードじな 
U ます。 



1 © © ©1 



▼表示例2曲目を選んだとき 

TTL TR 一 邮日 ► 

.….戶い 


3 手順2を繰りあして、聴きたい巧を順番にプ□グラムしま 
す。プ□グラムするごとに、メイン表示部にプ□グラムし 
た®数とその合計時聞が表示されまず。最大30巧までプ 
□グラムできます。 



4 をてのプ□グラムが終わった6、本体やリモコンの■ボ 
タンまたはリモコンの PROGRAM ボタンを押します。 



PROG インジケーターが点滅か6点なに変り、プ□グラ 
ムが確をします。 



2 巧番に合わせてリモコンの数字ボタンを押します（リモ 
コンの I ◄◄ボタンとまたは本体の !◄◄/◄◄ ポタンと 
►►/►►I ボタンでも選択できます）。 1 日曲目 w 降の a 番 
を選ぶときは、10の位、1の位、という順に数字ボタン 
を押します。 


5 本体の►ボタンまたはリモコンの►ボタンを押します。 
プ□グラムした順番に再生が始まります。 

なお、手順4を省略してもプ□グラム再生を開始します。 
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便利な機能の使いかた 


• テキスト表示でのプログラム再生 


CD - TEXT ディスクの場合、巧を（タイトル）で違んでプ日 
グラム再生することができます。 

メイン表示部が時闇表示じなつているときはリモコンの 
TEXT ボタンを押し、テキスト表示にします。 




1 停止中にリモコンの PROGRAM ボタンを押します。 

^ 1-^ ^ ^ 1"^ 

0 © © 

PROGRAM CANCEL 



メイン表示部に " Program " と一瞬表示してから PROG イ 
ンジケーターが点滅し、プ□グラムモードになります。 



2 曲番に合わせてリモコンの!ボタン、または本 
体の4ィ/ィィ/ボタンで曲を選択しまず（リモ 
コンの数字ボタンでち選択できますが、その場合は巧を 
を表示しません)。 



選択された曲の曲を（タイトル）がスク□ールされ、スク 
□ールが完了すると自動的にプ□グラムされます。プ□グ 
ラムしない場合は、スク□ールが完了する前に他の曲を 
選びまず。 



3 手順2を繰りおして、聴きたい巧を順番にプ□グラムしま 
す。最大30巧までプ□グラムできます。 

4 全てのプ□グラムがおわった6、リモコンや本体の■ボ 
タンまたはリモコンの PROGRAM ボタンを押します。 


、 PROGRAM CANCEL 



PROG インジケーターが点滅か6点なに変り、プ□グラ 
ムが確走します。 



5 本体の►ボタンまたはリモコンの►ボタンを押します。 
プ□グラムした順をに再生が始まります。 

なお、手順4を省略してもプ□グラム再生ができます。 

ごを意） 

《 曲名（タイトル）のテキスト情報がない曲ではテキスト表 
示でのプログラムはできません。 
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便利な機能の使いかた 


) 


■ 聴かない曲をとばして再生する 
(デリートプログラム再生） 


聴かない巧をとばして再生することができまず。最大30巧ま 
で再生ずる巧をプ □グラムから 削除することができます。 

• 時間表示でのデリートプログラム再生 

CD - TEXT ディスクの場合、まずリモコンの TIME ボタンを押 
して、メイン表示部を時围表示にします。 




1 停止中にリモコンの PROGRAM ボタンを押し、続いて 
CANCEL ボタンを押します。 



メイン表示部に "Delete Prog ." と一瞬表示します。 




CD の総巧数と総再生時闇がメイン表示部に表示され、 
PR 0 G インジケーターが点滅し、デリートプ□グラム 
モードになりまず。 



2 聴かない巧に合わせてリモコンの数字ボタンを押しまず 
(リモコンの I ◄◄ボタンやボタン、本体の 
►►/►►I ボタンでち曲を選択できます)。 


:〇 © ©I 



▼表示例2曲目を選んだとき 


- 

TTL TR 一 臣 fiOG] ► 

■ ■■■■'い . 

n 

L 

IME 

TEXT 1 3 4 5 6 7 8 9101112131415 

161718 




3 手順2を繰りあして、プ□グラムが終わったら本体やリモ 
コンの■ボタンまたはリモコンの PROGRAM ボタンを押 
しまず。 



表示窓の PROG インジケーターが点滅か6点なに変り、 
デリートプ□グラムが確走します。 

最大30巧までプ□グラムから削除ずることができまず。 



4 本体の►ボタンまたはリモコンの►ボタンを押すと、削 
除した巧をとばして再生します。 
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便利な機能の使いかた 



• テキスト表示でのデリートプログラム再生 

CD - TEXT ディスクの場合，巧を（タイトル）で削除ずる® 
を違んでデリートプ□グラム再生することができます。 

メイン表示部が時闇表示じなつているときはリモコンの 
TEXT ボタンを押し、テキスト表示にします。 



1 停止中にリモコンの PROGRAM ボタンを押し、続いて 
CANCEL ボタンを押します。 


^ 1-^ ^ 1-^ 1-** 

0 0 © 

PROGRAM CANCEL 



メイン表示部に "Delete Prog ." と一瞬表示します。 



CD の総®数とアルバムタイトルがメイン表示部に表示さ 
れ、 PROG インジケーターが点滅し、デリートプ□グラ 
ムモードになリます。 


2 リモコンの/ ボタンまたは本体の/ 

►►/►►I ボタンで聴かない巧を違択しまず（リモコンの 
数字ボタンでわ違択化来ますがその場合は曲名が表示さ 
れません)。 



違択された a の a を（タイトル）がスク□ールされ、スク 
□-ルが完了すると自動的に削除されます。削除しない場 
合は、スク□ールが完了する前に化の巧を違びます。 



3 手順2を繰りおしてづ□グラムが終わったら本体やリモ 
コンの■ボタンまたはリモコンの PROGRAM ボタンを押 
しまず。 



表示窓の PROG インジケーターが点滅か6点なに変り、 
デリートプ□グラムが確走します。 

最大30巧までプ□グラムから削除ずることができまず。 



4 本体の►ボタンまたはリモコンの►ボタンを押します。 
削除した巧をとばして再生します。 

ごを意） 

《 曲を（タイトル）のテキスト情報がない曲ではテキスト表 
示でのデリートプログラムはできません。 
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便利な機能の使いかた 



• プログラムおよびデリートプログラムの内容を 
確かめる 



プ□グラム中またはプ□グラム再生中にリモコンの SCROLL 
/ RECALL ボタンを押します。 

プ□グラム再生ではプ□グラムした巧が順番に次々とメイン 
表示部に表示されまず。 

デリートプ□グラム再生では削除した巧が順番に次々とメイ 
ン表示部に表示されます。 

• プログラムおよびデリートプログラムの内容を 
変更する 



プログラム再生でプログラムした曲を取り消す 

プ□グラム中にリモコンの SCROLL / RECALL ボタンを押す 
とプ□グラムした巧が順番に次々と表示されます。 

プ□グラムを取り消したい巧が表示されたすぐにリモコ 
ンの CANCEL ボタンを押します。取り消した®番が表示窓の 
ミュージックカレンダーから消えます。 

デリートプログラム再生で削除した曲を取り消す 

デリートプ□グラム中にリモコンの SCROLL / RECALL ボタ 
ンを押すと削除した巧が順番に次々と表示されます。削除を 
取り消したい®が表示された6、すぐにリモコンの CANCEL 
ボタンを押しまず。 

削除を取り消した巧番が表示窓のミュージックカレンダーに 
点なします。 


• プログラム再生を普通の再をに戻す 
(プログラム全体を消す） 




本体またはリモコンの■ボタンを、プ□グラム再生中な6 2 
回、停止中なら1回押します。表示窓の PROG インジケー 
ターが消灯し、プ□グラムを体が取り消しじなります。 



@ J ◎ ◎ 


本体の OPEN / CLOSEA ボタンを押して、ディスクトレイを 
開けてもプ□グラムを同様に取り消せまず。 

プログラムの追加をする 


1^ ^ 1-^ ^ 

0 0 © 

PROGRAM CANCEL 



停止中にリモコンの PROGRAM ボタンを押します。表示窓の 

PROG インジケーターが点なか6点滅に変り、プ□グラムが 

追力□できます。 

•プログラム/デリートプログラム再生のごを意 

※総®数が10 at (上の CD で、数字ボタンを使って1〜9 
曲目を違ぶ場合、前の®番のボタンを押してか6約1 .5 秒 
W 上の時園をおいて曲番の数字ボタンを押してください。 

※総曲数が10 at (上の CD で、数字ボタンを使って10曲 
目 W 降を還ぶ場合、10の位の数字ボタンを押してから約 
1.己秒内に1の位の数字ボタンを押してください。 

《ボタンでプ□グラムをする場合、ホ望の®をが 
表示されるまでは 0.5 秒と J 内にボタンを押してください。 

《プ□グラムの全時聞が99分じ(上になると時圍表示は" 
-:-に?み' し J ます0 
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便利な機能の使いかた 


■最大音量の検出（ピークサーチ） 

カセットデ、ソ丰で録音レペルを調整するときに、ディスクの 
音量の大きいところで調整すると録音時の歪やノイズを避け 
ることができまず。本機では> ディスク全体またはプ□グラ 
ムされた巧の音量の比較的大きい位置のお化をエディット再 
生の前にすることができます。 

1 本体の PEAK ボタンを押しまず。 " PEAK " が点滅しディス 
クの1巧目か6ピークサーチ動作に人りまず。 



2 最後の巧のピークレベルサーチがおわると、音量の比較 
的大きい位置の前後約6秒園を繰り返し再生します。この 
闇にカセットデッキの録音レペルを調整してください。 
(カセツトデッキの取キ及説明書を参照してください。） 



3 ■ボタンを押すとピーク部分の再生を停止します。 


ごを意） 

※ディスクじは音量の大きい位置が複数あるため、同じ 
ディスクでもピークサーチをするたびに、違う位置を検 
出することがあります。 


■ EDIT (エディット） 

ディスクか6テープに録音するときに、テープの長さに合わ 
せて A • B 面に巧を振り分け、頭化し用の巧圍を4秒ずつと 
りなが6演奏する便利な機能です。 

• シンプルエディット 

テープの長さに合わせて®順どうりに再生します。 

1 停止状態で本体の EDIT ボタンを押すと、エディッ ト モー 
ドになり、 ディスクの巧を A 面、 B 面に振り分けます。 

▼表示例28巧入りディスクの場合 


例ではテープの録音時間は90分に設定されており、 A 面 
に1巧目から1目曲目まで、 B 面に1目曲目から28曲目ま 
でが振り分けられたことを示し、それぞれの面の最終巧 
を表示していまず。 

2 テープの録音時聞を変えたい場合、リモコンの数字ボタ 
ンの〜 9) か、 ►►!、 I ◄◄ボタンで> テープの録音時聞 
を指をします。 

• ►►!、I ◄◄ボタンの場合 

►►1ボタンを1回押すたびに90一4日一54^60^74一 
90と録音時闇を変更できまず。 

I ◄◄ボタンを1回押すたびに90 一 74^60 一 54^46一 
90と録音時闇を変更できます。 

また、►►ボタンを1回押すたびに1分ずつ録音時間を増 
やすことができまず。 

◄◄ボタンを1回押すたびに1分ずつ録音時園をお6ずこ 
とができます。 

• 数字ボタンの場合 
C 46 な64> 日と押します。 

点滅 （17 曲目な降は再をされないことを表す） 


TEXT 12 3 4 5 6 7 8 910111213141516171819 20 一 


録音時間が4日分の場合、この例では1巧目から 8® 目ま 
でが A 面、9曲目から16曲目までが B 面に自動的に巧が 
振り分け6れたことを表示しています。ち端の矢印じよ 
り17曲目 W 降は演奏されないことを表示しています。 

3 再び本体の EDIT ボタンを押しエディツトの内容を殖をし 
ます。 


m T 

— . 


ED 

T TTL TIM 

E 

T TEXT .12 3 4 5 6 7 8 9101112131415 

- ♦ - ' 


A 面髓曲致 A 面全ちち曲 A 面総再生時間 


TEXT 12 34 56 78 9 

EDIT 

01112131415 16171819 20 

点減 

i 

4 EDIT ►- 

t SB .1 

1314 A 


テープの録音時間 A 面最終曲 B 面最終曲 
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便利な機能の使いかた 


■プログラムエディット 

ディスクか6テープへ録音するときに、プ□グラムした巧を 
テープの長さにあわせて A • B 面に振り分けて演奏します。 

1 "プ□グラム演奏"の"プ□グラム。に〇ぺージ）を参照 
し、プ□グラムをします0 

2 じ(下の操作は"シンプルエディット"の1〜3を参照し 
て、プ□グラムエディット演奏をして<ださい。 


■デリートプログラムエディット 

ディスクか6テープへ録音するときに、テープの長さにあわ 
せて録音したくない巧を飛ばして®順に演奏します。 

1 "プ□グラム演奏"の"デリートプ□グラム" （22 ぺージ) 
を参照して、デリートプ□グラムをします0 

2 じ(下の操作は"シンプルエディット"の1〜3を参照し 
て、デリートプ□グラムエディット演奏をしてください。 

ご-ま意） 

• シンプル、プログラム、デリートプログラムの各エディッ 
卜巧生中は、 STOP 、 OPEN / CLOSE 、 TIME、DISPLAY OFF 
なかの操作はできません。 

• EDIT 中はリモコンは受け付けません（リモコンでは動作 
しません）。上記の本体のボタンのみ操作可能です。 
これは誤操作による録音ミスを防ぐためです。 

• EDIT 中は TEXT 表示はしません。時間表示のみです。 


■シンクロ レコーデ ィング（録音） 

エディッ ト再生の スタ— 卜に合わせて自動的にカ セットデッ 
キの録音を スター トさせる磯能です。 

本機のリモートコント□ール端子とカセットデッキのリモー 
ト コント □ール端子をケーブルで接続しまず。 

カセットデッキのリバースモードは片面こ、両面つ、連 
続〇を違びます。 

—マランツ製才ートリバース機能付きカセットデッキとシン 
クロレコーデ ィングする場合 
(リバースモード：両面つまたは連続〇 ) 

1 エディットの設定が完了したあと、カセットデッキを 
レックポーズ（録音一時停止状態）にします。 


2 ► PLAY ボタンまたは II PAUSE ボタンをを押して A 面 
を再生します。本機か6録音開始の信号が送6れ、4秒後 
に再生が開始しまず。 




B 面 全 再生曲 

4 カセットデッキはテープの A 面終了後に録音面を変更し、 
自動的に一時停止状態になります。 

5 ► PLAY ボタンまたは II PAUSE ボタンをを押して B 面 
を再生します。本機か6録音開始の信号が送6れ、4秒後 
に再生が開始しまず。 



6 B 面分の巧が再生終了ずると停止します。エディットプ 
□グラムも自動的に消去されます。 

ごを意） 

• シンクロレコーデイングはマランツ製の才ートリバースカ 
セットデッキ（例 SD 4050等）との組合せで動作します。 
• 本機のリモートコントロール端子とカセツトデッキのリ 
モートコントロール端子を接続します。 
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便利な機能の使いかた 


—マランツ製リバース機能なしカセットデッキまたは才ート 
リパース構能付きカセットデッキ（リバースモード：こ） 
とシンクロレコーディングする場合 

1 エディットの設をが完了したあとカセットデッキをレッ 
クポーズ（録音一時停止状態）にしまず。 

2 ► PLAY ボタンまたは II PAUSE ボタンを押して A 面を 
再生します。本機か6録音開始の信号が送6れ、4秒後に 
再生が開始します。 



3 A 面分の巧が再生終了後は B 面分の巧の最初で一時停止 
状態になります。 

4 テープの録音面を変更し、録音を一時停止状態にします。 

5 ► PLAY ボタンまたは II PAUSE ボタンを押して B 面を 
再生します。本機か6録音開始の信号が送6れ、4秒後に 
再生が開始しまず。 



6 B 面分の巧が再生終了すると停止します。エディットプ 
□グラムも自動的に消去されます。 


—他社製カセットデッキまたはマランツ製のリモート端子を 
持たないカセットデッキと録音する場合 

1 エディットの設走が完了したあとカセットデッキを録音 
開始にします。 

2 ► PLAY ボタンまたは II PAUSE ボタンをを押して A 面 
を再生します。4秒後に再生が開始します。 



3 A 面分の巧が再生終了後は己面分の巧の最初で一時停止 
状態になります。 

4 テープの録音面を変更し録音を開始しまず。 

5 ► PLAY ボタンまたは II PAUSE ボタンをを押して B 面 
を再生します。4秒後に再生が開始します。 



6 B 面分の巧が再生終了ずると停止します。エディットプ 
□グラムも自動的に消去されます。 
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便利な機能の使いかた 


■再生スピードを変えて聴く 
(ピッチコントロール） 

再生スピード（ピッチ）を±12段階の範囲まで変えて聴く 
ことができます。 

※ピッチコント□ール中はデジタル信号を化力しません。 

• 再生スピードを早くする 

リモコンの PITCH +ボタンを押します。 


(y)^(Q) 



ボタンを押す度に再生スピードが早くなります（最大十12 
まで）。 


• 再生スピードを通常に戻す 

リモコンの PITCH RES ロボタンを押します。 





メイン表示部に " Pitch : 0" を表示します。 

もう一度円 TCH RES ロボタンを押ずと、設定していた再生 
スピードに戻ります。 



• 再生スピードを遅くする 

リモコンの PITCH -ボタンを押しまず。 


(y)^(Q) 



ボタンを押す度に再生スピードが遅くなります（最ルー12 
まで）。 
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9. その他の機能 


) 


■ CD - TEXT について 

CD - TEXT とは従来の音楽 CD にアルバムを、巧をなどの文字 
情報を記録した新しいタイプの音楽ディスクです。 iU 下のよ 
うな □ ゴががいた CD が対応しています。 


4ム巧化 


血昼歴 

DIGITAL AUDIO 

厂 TEXT ~l 


これらの文字情報は、従来の音楽 CD では使用されていな 
かった部分に記録されていまず。 

従って CD - TEXT の記録されたディスクは、既存の CD プレー 
ヤーではろまでどうりに再生でき、本機のような CD-TEXT 
対応のプレーヤーではそれ6の文字情報を見ることができま 
す。 

本機ではディスクが CD - TEXT 対応であるかどうかを自動的 
に判別して表示窓に表示しまず。 

本体表示窓 


— t - 

読み込んだディスクが TEXT が応の場合に点灯 

CD - TEXT ディスクの TEXT 情報はリモコンの TEXT ボタン 
を押すことにより，じ(降の項目を順に表示させることができ 
まず。 

ただし、記録されている情報はディスクにより異なりますの 
で、全ての情報が表示されるとは限りません。本機では記録 
されていない項目は自動的に省略し、飛ばして表示します。 


• 再生中 

リモコンの TEXT ボタンを押すたびに下記の順に表示します。 
再生中はまに再生中の巧の情報を表示します。 



• 停止状態 

リモコンの TEXT ボタンを押すたびに下記の順に表示します。 
— Title 表示中に►ボタンを押すと，そのトラックの再生を開 
始しまず。表示文字数は最大64女字でず。 
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り 0 .仕様•外観寸法図 ) 


〔11.著作権について ) 


■仕様 

才ーディオ特性 


チヤンネル . 2チヤンネル 

周玻数特性 . 2 Hz 〜20 kHz 

ダイナミックレンジ . 100 dB 

S/N 比 . 110祀 

チヤンネルセパレーシヨン . 100 dB (1 kHz ) 

高調波歪率 . 0.0025 96 (1 kHz ) 

ワウフラッター . 水晶精度 

誤り訂正方式 . ク□スインターリーブリード- 

ソ□モンコード （ CIRC ) 

音声出力 .2.0 VRMS ステレオ 

ヘッドフォン出力 . 18 nnW /32 Q (可変最大） 

デジタル化力 

同軸化力（ピンジヤック） .0.5 Vp-p 75 Q 

光化力（ち型光コネクター） .-19 dBm 


光学読み取り方式 


レーザー . A に aAs 半導体 

ミ帳 . 780 nm 


信号方式 

サンプリング周波数 .44.1 kHz 

量子化対応 . 1日ビットリニア/チヤンネル 


電源部 

電源 . AC 100V 50/60HZ 

消費電力（電気苗品安全ま） . 13 W 


• 放をや、レコード、その他の録音物（ミュージックテープ、 
カセット、 CD など）、音楽作品は音楽の歌詞、楽曲などと 
同じ < 著作権法じより保護されています。 

• したがって、それか6録音したテープを売ったり、譲った 
り、图ったり，貨したりする場合、および営利（店の BGM 
など）のために使用する場合じは、著作権法上、権利者の 
を諸がか要です。 

• 使巧を件は場合によって異なリまずので、詳しい内容や申 
請その他の手続きについては「日本音楽き作権協会」 
( JASRAC ) の本部または最寄りの支部にお問い合わせく 
ださい。 


Q\2. お手人れ 


• 本機がミちれた時は、やわ6かい巧でか6ぶきしてくださ 
し、ミちれがひどい時は食器用洗剤を5〜日倍にうずめ、や 
わ6かい巧に浸し、良く級ってミちれをふきとったあと、乾 
いた布でか6ぶきして < ださい。 

• アルコール、シンナー、ベンジン、を虫剤など揮発性のも 
のが付着ずると、光がが失われることがありまずので使 
用しないでください。 

• 化学ぞうきんをご使用の隐は、化学ぞうきんに添付のを 
意事項を良くお読みください。 



キャビネット-その他 

最大外お寸法（幅 X 高さ X 奥巧き） ..... 440 X 89 X 317 mm 


質量 .3.7 kg 

許容動作温度 . 十5で〜十3己で 

許容動作湿度 . 5-90 96 (結露のないこと） 


〔13.ステレオ音のエチケット) 


本機の規格およびか観は改良のため予告な < 変更することが 
ありまずのでご了承<ださい。 



• 楽しい音楽も時と場合によっては気になるものです。 
隣近所に迷惑が掛か6ないような音量でお聞きください。 
特に静かな夜闇にはルさな音でわ周囲には良<通るわの 
です。 

窓を閉めるなどお互いにムを配り、快い生を環境をずり 
ましよフ。 
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14. 故障とお考えになる前に 


故障かな？と思った6ちょっとチェックしてみてくださし、 
意外な操作ミスが故障と思われていることがあります。 
下記の項目をチェックして直らない場合は、お買い上げに 
なった販売店 > おおくの日本マランツけホ）各営業所、又は 
当社サービスセンターにご柜談ください。 

ディスクが回らない 

• 電源コードは正しく接続されていますか。 

• 本機の電源は ON になっていますか。 

• ディスクが正しい位置に入っていますか。 

• ディスクが裏表さかさまじ人っていませんか（ディスク 
のレーベル面が上になっていますか）。 

• ディスクにミちれがありませんか。 

• ディスクに傷がついていませんか。 

• ディスクが反ってませんか。 

ディスクは回るが音が出ない 

• アンプ-スピーカーの接続は正しいでずか。 

• アンプの電源は ON になっていますか。 

• アンプのファンクション 又は セレクタースイ、ソチが" CD " 
または" AUX " 等（本機をあなたが接続したところ）に切 
替え6れていまずか。 

• アンプのボリュームが最ルになっていませんか。 


ディスクが途中で回らなくなり、止まる 

• ディスクがミちれていませんか。 

• ディスクに傷がついていませんか。 

• ディスクが反ってませんか。 

• 再生しているディスクは音楽 CD ですか。パソコン苗の 
CD - ROM などは再生できません。 

リモコン操作ができない 

• リモコンのを信窓が、本機の受光窓に正しく向け6れて 
いますか。また、この聞に何か障害物はありませんか。 

• リモコンの電池が消耗していませんか。 

• 本機の受光窓に化の強い光が当たっていませんか。 

• 後面の REMOTE CONTROL スィッチが EXTERNAL 側に 
なっていませんか（本機を単独で使用する場合には IN - 
TERNAL 側にしてください）。 

CD-R / CD-RW ディスクが巧生できない 

• ディスクが裏表さかさまに人っていませんか。 

• 記録されている情報が音楽用に D - DA ) フォーマットで 
ずか。 


〔15.保証-アフターサービスについて 


■保証.ア フター サービスについて 


1. この商品には保証書を別途添付してあります。 

保証書は「販売店印' 保証期聞」をご磕認の上、販売店か 
6お受け取りいただき、よくお読みの上、大切に保存して 
ください。 

2. 本体の保証期闇はお買い上げ日より1年闇です。 
お買い上げ販売店又は当社営業所で保証記載事項じ基づき 
「無料修理」いたしまず。 

3. 保証期圍経過後の修理。 

修理によって機能が維持できる場合は、お客様のご要望に 
より有料修理致しまず。 

4. 当社はこの製品の巧修用性能部品を製造巧切後最低8年聞 
保有しています。 

瓦補修用部品の詳細' ご贈答' ご転居等アフターサービスに 
ついての不明な点は、お買い上げ販売店または取扱説明書 
の裏面に記載の当社営業所、サービスセンターに遠慮な< 
ご柜談ください。 

6. 修理を化頼される際には、お手数ですがわう一度"巧障と 
お考えになる前に"をご参照の上よ<お調べ<ださい。 
それでも直6ないときは、あず電源プラグを抜いてか6、 
お買い上げ販売店または当社営業所、サービスセンターに 
ご連絡 < ださい。 


ご連絡いただきたい内容 


品を 

CD プ レーヤー 

品番 

CD 5400 

お買い上げ曰 

年月日 

故障の状況 

(できるだけ具体的に) 

ご住所 


おを前 


電話番号 
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日本マランツお客様ご相談センター 


干 113-0034 ま京都文京区湯島 3-16-1 1 

巧 （03) 3719-3481 

ご相談受付時間 

9 : 30 - 12 : 0013 : 00- 17 : 00 
(±日祝日当社休日を除く） 


〇修理に関しましては下記サービス七ンター,又は別紙営業所一覧の各営業所でをっております。 

首都圏サービスセンター〒228-8日05巧封 II 県相模原ホ巧模大野 7-35-1 巧 (042) 748-0762 
大阪サービスセンター 〒564-0053大阪府か田ホ江の木町 2-31 巧 （06) 6337-6699 


日本マランツ株式会社 

本社 〒 228-8505 巧奈川県相模原市相模大野 7-35-1 

国内営業部〒 113-0034 東京都文京区湯島 3-16-11 


当社の最新情報をインターネッ ト 上でご覧下さい。 

http://www.marantz.co.jp 


Printed in China 


2003/03 MITs 
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